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　　　三浦弘子さん、菅沼隆先生、新嶋聡さん（左から）

本研究所研究員　出川　聖尚子
（児童福祉学）　

　立教大学は学生数約２万人で、池袋（東京
都豊島区）と新座（埼玉県新座市）にキャン
パスがあります。同大学社会福祉研究所は、
池袋キャンパスにおかれており、訪問した日
は、立教大学の正門の側にある２本の大きな
ヒマラヤ杉のクリスマスの点灯式に近いころ
で、クリスマスのオーナメントが飾られてい
ました。立教大学通りに面した、ツリーの側
のタッカー門近くの建物に社会福祉研究所は
ありました。
　今回の訪問では、社会福祉研究所長の菅沼
隆先生、総合研究センター課長の三浦弘子さ
ん、総合研究センター社会福祉研究所事務局
担当の新嶋聡さんにお会いしてお話を伺うこ
とができました。

立教大学社会福祉研究所の活動
　同研究所は立教大学の研究機関である総合
研究センターの１つの研究所として位置づい
ています。
　1967年に立教大学の建学の精神（キリスト

教に基づく教育）を具体的に実現する拠点と
して設立され、社会福祉を総合的な視点に立
ち、人間一人ひとりの幸福の実現のために活
動を続けているということです。
　主な活動は、①定期刊行物の発行、②公開
講演会の開催、③研究例会の開催、④各種セ
ミナーの開催の４つとなっています。
①　定期刊行物は、紀要『立教社会福祉研究』
（年１回）、「立教社会福祉ニュース」（年２
回）であり、紀要では、多角的観点から取
り組まれた社会福祉とその関連分野を研究
対象とする論文等を掲載し、「立教社会福
祉ニュース」では公開講演会、セミナー、
研究例会などの研究所の活動を報告してい
ます。

②　公開講演会では、（おおよそ年２回）社会
祉のフロンティアという時代に先駆けた話
題のテーマについて学外から講師を招いて
開催しています。学内の施設で、平日の夕
方６時以降か土曜日午後という時間設定を
し、多くの人が参加できるような工夫を
行っています。今年５月には社会福祉学の
視点とスポーツ学の視点からパラリンピッ
クの意義を考える講演会が開催されました。

③　研究例会は、２か月に１回、所員や研究   
　員のメンバーの研究を報告する研究会で、
　年７回ほど開催します。研究所の総会で活
　動方針が決められる中で予定がたてられま
　す。所員や研究員は例会の発表は積極的に
　行うということです。

福祉見てある記51
　立教大学社会福祉研究所
　　 を訪ねて
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④　各種セミナーでは、社会福祉セミナーと
　家族援助技術セミナー、家族コミュニケー
　ションセミナーが開催されています。現在
　社会福祉セミナーでは小山進次郎の『生活
　保護法の解釈と運用』を研究者、社会福祉
　専門職、民間支援団体者とともに輪読して
　います。
　他に、カウンセリングのできる先生が不在
となったこと、さまざまな相談機関が周りに
増え利用者が少ないこと、コストの問題など
によって今年の９月末から活動を休止してい
ますが、社会福祉研究所の基幹的な役割を果
たしていた家族福祉相談室も社会福祉研究所
の活動の一つです。

社会福祉のテーマに関する多角的なアプローチ
　社会福祉研究所の構成員は、所員と学内外
の研究員によって構成されています。所員は
立教大学専任教員ら（15名）で、研究員は特
任研究員（９名）、研究員（10名）に分かれ
ており、特任研究員は学外で専任を持ち同研
究所に所属しているもの、研究員は主に立教
大学の後期課程の大学院生となっています。

　同研究所の所員は、池袋キャンパスにある
経済学部、社会学部、文学部、法学部などの
教員で、現在は福祉系の教員は少ないという
ことです。社会福祉を学ぶ学部は新座キャン
パスにあり、福祉系の教員は新座キャンパス

にあるコミュニティ福祉研究所とのかかわり
が多いといいます。講演会やセミナー等の内
容によってはウェルネス研究所とコラボする
こともあるのだそうですが、社会福祉研究所
は社会福祉のテーマをさまざまな学問領域か
らの多角的なアプローチを行うことを大きな
特色として、それを活かした活動を行ってい
るということです。近年では、同研究所で科
研費申請をし、結果を『自立と福祉－制度・
臨床への学際的アプローチ』にまとめたそう
です。課題としては、赴任された教員のなか
で、社会福祉に関心を持たれている方が研究
所の所員となるため、研究所のネットワーク
や学際的な広がりは偶然性に左右されること
を挙げられていました。

大学院生の研究支援
　研究員である大学院生は、毎年、専任教員
である所員の推薦をもらい、今年度の成果報
告と次年度に向けた研究計画を出し、審査を
受けて研究員になります。同研究所の研究生
になることによって、研究例会の参加が可能
となり学際的な学問領域に触れることができ
たり、また、池袋・新座の両キャンパスの本
の貸し出しが可能な図書館証を発行したりと
いう研究支援が受けられます。大学院生は積
極的に申請しているということです。

　今回訪問させていただいて、学際的な社会
福祉の場、研究の発信の場、研究支援の場と
して所員がさまざまな形で研究所にかかわ
り、積極的に活動している立教大学の社会福
祉研究所の姿にとても刺激を受けました。本
学の社会福祉研究所もさまざまな活動を行っ
ていますが、特に大学院生の支援についてな
どは本学においても参考になるのではないか
と感じました。
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家庭児童相談室の窓から

　キャンパスの木々の葉が赤く染まり始め
るころ、本学の大学祭 「託麻祭」 が開かれま
す。相談室前方の特設ステージからスピー
カー音が鳴り響くので、この日は面接を入れ
られません。けれど、かつてこの日に訪れた
相談者がいました。継続して面接していた不
登校の女子中学生です。
　楽器が上手で音楽系の部活で活躍していま
したが、部員から嫉妬を買って嫌がらせを受
け、学校に足が向かなくなっていました。今
後どうするかを迷っているころに託麻祭があ
り、興味があるというのでいっしょに見物す
ることにしたのです。
　彼女が最も関心を示したのは、やはり音楽

サークルの発表でした。ただ、彼女の演奏技
術が優れていたので、大学生の演奏に失望し
ているのではないかと気になりました。
　ところが後で彼女に聞いてみると、順位や
勝敗を気にしないで自由に音楽を楽しんでい
る姿をうらやましく見ていたそうなのです。
息の詰まる今の中学生活をやり過ごせば、何
年か先に自分らしい生活ができるかもしれな
い。そんな可能性に気づいたようでした。
　その後、彼女は希望の高校に進学し、充実
した高校生活を送りました。
　託麻祭の季節になると、彼女のことを思い
出します。楽しそうな大学生の姿を見て、勇
気をもらった中学生や高校生は今年もいたで
しょうか。

（家庭児童相談室　相談員　砂川真澄）
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2014年が始まりました｡ 日本が子どもの権
利条約を批准したのは1994年ですから､ 日本
では子どもの権利条約が成人式を迎える年と
なります｡
20年前､ この条約は第三世界の子どものた

めのもので､ 豊かな日本の子どもには関係な
いとか､ 子どもに人権など要らないという声
を時折耳にしたものです｡ その頃と比べると､
子どもの人権への社会の理解はかなり進みま
した｡
当室のご相談を振り返っても､ 学校に行か

ない子どもをやみくもに登校させようとする
おとなはすっかり影を潜めました｡ 子どもの
気持ちを中心に考えようとするおとなが増え
てきたことは相談室のなかで常々感じるとこ
ろです｡
しかし､ 条約の考え方が日本に浸透し条約

が生かされているかというと､ それは疑問で
しょう｡ たとえば､ 日本は国連の子どもの権
利委員会から体罰やいじめの問題について繰
り返し指摘されていたにもかかわらず､ それ
らを見過し､ 子どもたちの自死という大きな
代償を払ってようやく直視することになりま
した｡ 体罰やいじめの問題はこの相談室でも
よく話題にのぼることであり､ 日本の社会が
もっと早く問題の深刻さを受け止めていれば､
どれだけの子どもが苦しまずにすんだかと思
います｡
批准から年月を経て､ ｢子どもの人権｣ と

いう言葉は市民権を得たように見える反面､
話題にのぼることが減り､ 忘れ去られた印象
も拭えません｡ 20年目という節目に､ 今一度
この条約を振り返り､ 子どもたちの最善の利
益のためにおとなに何ができるのかを考えた
いと思います｡

(家庭児童相談室 相談員 砂川真澄)
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